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私は、この 2026 年 8 月 20 日で、満 95
歳になります。
今は、弁護士の仕事はほとんどなく、事
務所に出向くことも稀で、家で過ごす毎日
です。朝は 8時頃起きて、三度の食事をし、
夜 10 時か 11 時に床に入るのが日課です。
歳相応の体力の衰えは争えませんが、あり
がたいことに体調不良らしきものは、今の
ところ見当たりません。
こうなりますと、わがパートナーの主管
事項の家事全般の手助けに、つい狩り出さ
れるのが「オチ」となります。健康のため
に野菜を「ウン」と食べようという彼女の
基本方針の下で、毎日の野菜の仕入れは念
入りでして、かなりの時間をかけます。
「カボチャ」や「キャベツ」の玉、「玉ネ
ギ」、「ニンジン」、「里芋」、「ジャガ芋」、「ナ
ス」、「キュウリ」などの袋詰め、これらを
レジの大袋に収めますと、結構な重さにな
り、手ぶらでさえ、ヤット歩いている私に
とっては、家まで持ち帰るのが大変です。
あいにく、わが家は「本郷通り」（R455）
の高台にあり、毎日の買い出しは谷間の染
井銀座通り（谷田橋通り）で、私の歩幅で
ほぼ200歩の急坂をのぼるのです。これも、
健康のためと信じて、彼女の命令に素直（ス
ナオ）に従っています。
でもこれで、三度の食事に毎度ありつけ
るとすれば、これに越したことはありませ

ん。有難くお承（ウ）けするのが得策と考
え、従順を旨としている日々です。
しかし、ひとつ心配なことがあります。
それは、彼女は弱い癖に酒が大好きで、ア
ルコールが入ると陽気なオシャベリにな
り、どんどん量が増えることです。本人が
歯止めなく「ご機嫌に」なるのは楽しいこ
とで結構ですが、そうなると、食べ物のほ
うを殆ど口にしなくなってしまうのです。
その結果かどうか確かではありませんが、
彼女は見た目、瘦せ細っています。ご本人
は、「10年前の服が着られるようになった」
と有難がっていますが、これで長生きでき
るのか、心細い限りです。言い遅れました
が、彼女はオントシ 81歳です。
そんなわけで、こちらは、彼女の酒ごの
みをなんとか止められないものかと心配す
るのですが、今のところ、妙案は浮かんで
いません。
そもそも、彼女の酒好きは、彼女自身の
御意見によれば、原因は私のせいだとおっ
しゃるのだから、私としては何をか言わん
やです。
私が無口で、一緒に居ても、「アー」と
か「ウー」とか「サー」としか、口にしな
い。だから、彼女としては、ひとりでしゃ
べりまくり、はしゃぐことになり、アルコー
ルに走ることになるのだと主張してきま
す。そう迫られると、そうかナーとも思い
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ますが、私の無口は何分にも生まれつきな
ので、そう簡単になおるとはいえません。
もともと「重い口」を開かせても「軽口」
を期待する方が無理というものです。

それはともかく、ありがたいことに、ま
だ元気だけは一人前で、残り少ない人生を
楽しく生きることに専念させていただいて
ます。


